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昭
和
二
十
九
つ
九
五
四
）
年
四
月
十
九
日
の
午
後
の
こ
と
で
あ
る
。
痩身で顔立ちの整った、中背の東洋人がひとり、ニューヘイブンのユーーオン駅からニューヨーク行の列車に乗った。
な
り
わ
い
そ
の
東
洋
人
は
何
を
生
業
に
し
て
い
る
の
か
、
服
装
か
ら
だ
け
で
は
皆
目
わ
か
ら
な
い
。
眼
鏡
を
か
け
て
お
り
、
ど
一
」
と
な
く
繊
細
な
人
間
の
よ
う
な
印
象
を
あ
た
え
る
。
か
れ
は
客
車
の
中
に
腰
を
お
ろ
す
と
、
何
の
変
哲
も
な
い
車
窓
の
風
景
に
視
線
を
投
じ
た
。
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
プ
ン
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
は
そ
ん
な
に
遠
く
な
い
。
約
一
○
○
キ
ロ
の
行
程
だ
か
ら
一
時
間
半
も
あ
れ
ば
十
分
に
着
く
。
そ
の
東
洋
人
と
は
た
れ
あ
ろ
う
、
二
年
前
の
昭
和
二
十
七
（
’
九
五
一
一
）
年
五
月
、
秀
作
『
野
火
」
（
創
元
社
刊
）
に
よ
っ
て
読
売
文
学
賞
を
受
け
た
新
進
作
家
大
岡
昇
平
二
九
○
九
～
八
八
）
（
当
時
四
十
五
歳
）
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
前
年
の
十
月
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
奨
学
金
を
う
け
て
渡
米
し
、
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
プ
ン
の
町
に
あ
る
エ
ー
ル
大
学
の
研
究
生
と
な
っ
た
．
表
向
き
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
研
究
Ｉ
こ
と
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
を
仏
文
科
主
任
教
授
の
ア
ン
リ
・
ベ
ー
ル
や
ブ
ロ
ン
ベ
ー
ル
講師について修めることであった。が、当時、エール大学の図書館はティヴァン版『スタンダール全集」すらもたず、
し
か
も
新
刊
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
研
究
書
と
な
る
と
、
学
生
が
し
ょ
う
ち
ゅ
う
借
り
出
す
の
で
目
に
す
る
こ
と
も
ま
れ
で
あ
っ
た
。
車
中
、
大
岡
は
五
ヵ
月
に
も
お
よ
ん
だ
こ
の
大
学
町
で
の
暮
ら
し
を
想
い
起
し
て
い
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
は
、
滞
外
期
間
の
半
分をアメリカで暮らすことを義務づけていたので、やむなく一一ユーヘイプンに拠点をおき、この間大学図書館とリン
ボ
ー
と
大
岡
昇
平
宮
永
孝
4０ 
大
岡
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
文
学
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
興
味
が
あ
る
の
は
エ
ド
ガ
ー
・
ボ
ー
で
あ
る
。
英
語
の
知
識
が
十
分
で
あ
っ
た
な
ら
、
ふ
た
月
も
あ
れ
ば
必
要
な
知
識
を
仕
込
む
こ
と
に
こ
と
欠
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。
が
、
か
れ
は
英
語
に
自
信
が
な
い
。
や
が
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
き
、
下
宿
に
落
ち
つ
く
と
再
び
わ
び
し
い
暮
ら
し
が
始
ま
っ
た
。
某
日
、
百
十
丁
目
の
東
洋
物
産
店
で
味
の素・醤油・麺類などを求め、さらに南カロライナ産の米なども購入し、自炊するようになった。
そ
の
う
ち
に
ロ
ッ
ク
フ
ュ
ラ
ー
財
団
の
格
別
の
配
慮
に
よ
り
、
ボ
ー
に
ゆ
か
り
の
あ
る
パ
ー
ジ
ー
ー
ア
州
の
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
や
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ッヴィルの町を見学に訪れる旅費を得ることができたので、ある日のこと汽車にて南下することにした。
評四月末のある日のこと、大岡は、一一ユーョークのペンシルベニア駅から夜行寝台車に乗り、まずリッチモンドにむ
鋼かうことにした・列車は翌朝、目的地に着くはずである・前夜十時半にニューヨークを発った汽車は、翌朝の九時半
と一
一
」
ろ
目
ざ
す
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
に
着
い
た
。
ポ
リッチモンドでは「ボー記念館」（図版Ｉ）、同館から二ブロック東の二十一一一丁目の角にあるボーの母エリザベスが
カ
ー
ン
街
の
下
宿
と
を
往
復
す
る
生
活
を
つ
づ
け
た
が
、
今
よ
う
や
く
そ
れ
に
も
別
れ
を
告
げ
、
ほ
っ
と
す
る
思
い
が
し
た
。
四
十
を
越
え
て
の
外
国
暮
ら
し
は
け
っ
し
て
楽
な
も
の
で
は
な
い
。
安
い
三
流
食
堂
の
飯
の
ま
ず
さ
は
全
米
ど
こ
へ
行
っ
て
も
同
じ
だ
が、かれの胃袋はそんなものを受けつけてくれぬ。いつも行きつけの安レストランの料理を眠の前にすると、腹の底
からゲップがこみ上げてくるような気がする。結局手をつけるのは、肉類を除いた添え物の野菜だけといったもので、
それを胃におさめると、早々に退席する。
ニューヘイブンの暮らしが三ヵ月目に入った頃、ようやく気がついた。この町がスタンダールの研究にむかぬこと。
下宿生活が快適なものであれば、他にもっと有意義な暮らし方もあったはずだと後悔は先に立たず、いろいろ梅やま
れた。
4１ 
大岡のボー巡礼の旅についてはこの辺でよすことにし、本題に戻らねばならない。
いったい大岡はいつ頃ボーの存在を知り、またどのような作品を読んだのであろうか。さらに八十余年の生涯にお
いて、相当な数の作品を響き残したが、ボーの感化なり影響の痕跡を認めることが可能なのであろうか。
かれは少年時代から晩年に至るまで、和洋の書を相当読んだが、ことにボーとの最初の接触は、小学校六年から中
学
一
年
に
か
け
て
の
こ
と
の
よ
う
だ
。
か
れ
は
そ
の
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
鵜‐の「渦巻」（「メェルストロムに呑まれてｌ引用萱は僕の一番早い読書の中に入っていた．（多分中学一年の頃だったと恩
ふ。）感銘は大きく、その夜は眠れなかった。以来僕がずっとボーの影響樫にあったのは知っている。
スタンダールを読み出してから、ほかを顧みるひまはなかったのだが、小説を書くようになってから、自分の書くものに、ボー
の影響が多いのに、自分で驚いていたのだ（「作家の日記（こ」「新潮」新年号所収、昭和兜・１）。
をといた。
息を引きとった家（当時、取りこわし中）を見学し、さらにその日の午後、シャーロッッヴィル行の列車に乗った。
眼に快いヴァージニア州の緑の野を見ているうちに、夜七時ごろシャーロッッヴィルに着き、早速安ホテルに旅装
シ
ー
で
（１） 
した。「大岡昇平全集』第十五巻（中央公論社、昭和印・８）の巻尾に添えてある池田純溢が執筆した「年譜」には、大
同地では大学構内の「ボーの部屋」（図版Ⅱ）とジェファーソンの家があるモンティチェルロを訪ね、さらにタク
ーで「鋸山奇談」の舞台となった所を訪れると、シャーロッッヴィル一帯を崎敵する高台に登り、あたりを見わた
4２ 
と大岡昇平ポ
（４） 
ボーを原文の英語で読むには語学的にＪも難があり、また英語の本の入手も容易でないこともあって、かれはポード
レールの仏訳で『アーサー・ゴードン・ピムの冒険」（湧くのｐご『●の皀賃言胃のｏａｏｐＵ］ョ．□四『向・恩『シ・勺。①）を
（５） 
読むのである。時に大岡二十一歳、大学一年生のときのことであった。
その後、かれは邦訳でもこの長篇小説を読んだと思えるが、大岡自身「僕の記憶に間違いがなければ、このボー唯
大正期には何点かボーの単独訳本が刊行されている。が、おそらく大岡が初めて読んだボーの訳本は、ポケット版
さね正ら（３）
の岡田実麿訳『かぶと虫・渦巻・没落』世界短篇傑作叢璽皀第一編（北文館、大正２．５）であろう（図版Ⅲ）。その
後の大岡とボーとの関係は断続的なものであったと思えるが、成城高等学校を経て京大仏文科に進むにつれて、改め
夏
目
漱
石
な
ど
も
愛
読
し
た
。
正九（’九二○）年の暮ごろ、当時、大岡は小学校六年生（十一歳）であったが、二級上の近所の友人石井太郎にシャー
マ
マ
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
、
ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ル
パ
ン
等
の
作
品
を
借
り
、
「
ポ
ケ
ッ
ト
版
の
ボ
ー
『
メ
ー
ル
・
ス
ト
ロ
ー
ム
に
呑
ま
れ
て
』
を
読んで強い感動を受ける」と記してある。
いったい大岡がボーと初めて出会うきっかけを作った版本（訳書）は、どのようなものであったのか。
かれは大正四（一九一五）年四月、渋谷第一尋常高等小学校に入学以来、同十（’九二一）年四月、青山学院中等
部に入学するまでの間、じっに多くの本を読んでおり、たとえば「立川文庫』にはじまり、雑誌『日本少年』『少年
倶楽部』『赤い鳥』「おとぎの国』「金の国」をはじめ、翻訳物では『ガリパア旅行記」『アラビァン・ナイト」『ロビ
ンソン・クルーソー」などを愛読したほか、『海底軍艦』（押川春浪）『巌窟王』『億無情」『幽霊塔』（黒岩涙香）や博
（２） 
文館刊の講談物『太閣記」「塩原多助」などを読み、さらに中学に入ってか壹ｂは芥川龍之介・志賀直哉・谷崎潤一郎。
てボーを読むのである。
4３ 
一の長篇（諺『弓巨『のＣａＯ。。白）が翻訳されたのは、昭和になってからで、ちやちな春陽堂文庫本である」（「日記」
昭和蛇。Ⅱ。Ⅳ）と語っている。（６） 
かれのいう版本とは、岩田寿訳『ゴルドン・ピム物語』（春陽堂、昭和８．３）のことであろう（図版Ⅳ）。大岡は
邦訳や仏訳でたしかにボーの作品に親しんでいたが、具体的にどのような作品を読んでいたかということになると、
そのタイトルまで語ることは少なく、文献資料の上から明らかになるのは、「黄金虫」「メェルストロームに呑まれて」
（７） 
「アッシャー家の崩壊」「アーサー・ゴードン・ピムの冒険」「陥奔と振子」などを読んでいたということである。
研究書としては、ニューヘイブンに滞在中の昭和二十八（一九五一一一）年の冬から翌二十九年の春にかけて、エール
大学の図書館でフロイトの弟子マリー・ポナパルトが著した大著『エドガー・ボー』（図版Ｖ）（三四『一の因目：、１①皿
ロロ、四『旧○ｍ・㈲白Ｑのロ⑪］○ず：四一茸ごこゅ○■『日、の○日の：く目的芹‐いのロ】］］口の一『ｇ一○口⑩》少ご回員‐ｂ『。□ＣｍＱのの一館ヨロロ。『
『の目ぐ○一」・四・一のの囲冨目の□のロ○ｍ］の【の芹の①］Ｐｂ口『】、．］①忠）を見いだし、それを幡読し、のち昭和三十年代にパリ
（８） 
の河岸の古本屋で求めたものを拾い読みしたと述べている。
また昭和三十二（一九五八）年秋に、丸善を通じて取り寄せたパトリック。Ｆ・クゥイン著「エドガー・ボーのフ
ランス的相貌』（図版Ⅵ）（勺四目。【『．Ｃ■ヨ貝弓すの句円①ｐｏゴ句口・の・命目、口『勺。①．○四『す。且回］ＰのＣ巨讐の曰皀：一切
ごロゴ①『の｝ご勺『の②の．］①巴）を愛読した。同書について、大岡はみずから「直ちに寝床の中で読み出す。平板なアメリ
カの学者の筆だが、別にボーの伝記もある模様でなかなかよく調べてある。ボーがアメリカより先にフランスで認め
られた事由として、ポードレールの翻訳が原文よりも明蜥であったことなど、例をあげて説明してある。マリ・ポナ
パルトの二ドガー。ボー」を今日まで現われたボー評伝中、最良のものの一つとしているのは、わが意を得た」
（「日記」昭和釦。ｕ・肥～Ⅳ）と語っている。
4４ 
評ら追い出さ』
鋼作品である。
と一
作
者
に
よ
ワ
ポ
作者によると、『野火』は昭和二十六（’九五二）年一月から八月まで「展望」に連載し、翌二十七年に単行本と
（、）
なったものだが、同作品の「全体のワクになっているのは、ボーの『ゴードン・ピム』という長編小説です」とみず
「全集』を縮くと、ボーに関する言及も少なからず見られるが、大岡は創作するに際して、自分の人生体験、読ん
だ本からのイメージや文句、漠然とした物語の形式などを、時に意識的に、また時には無意識的に用いたようである。
、
、
もしボーから何かを故意に借用したとしたら、それは模作となって現われるであろうし、無意識的であれば、それ
は
影響の範ちゅうに入るのである。
大岡作品のなかでボー的世界が揺曳している代表的なものを挙げるとすれば、中編小説『野火』（創元社、昭和訂・
ふ
り
よ
２）と長編小説『俘虜記」（創元社、昭和汀。、）であろう。前者はルソン島において病気（肺病）のために軍隊か
ら追い出された一兵士が、熱帯の自然のなかを坊復する話で、後者は一連の俘虜の記録をあつめた一種のオムニバス
語
っ
た
ほ
う
で
あ
る
。
大岡のボー発見に至るまでの軌跡は以上の通りであるが、こんどはボー受容（影響）へと視点を移してみたい。
大岡とボーとの文学的関係を考えるとき、大岡のボー愛読の出発点は、たまたま友人から借りた訳本であったわけ
であるが、やがて少年大岡はボーの世界に名状しがたい驚きと感動を覚え、無意識裡にひっぱり込まれて行った。
長じて再度ボーに親しみ、改めて感興をもよおすのだが、そのときも一愛好者に徹し、ボーを研究対象にしたり、
かれから何かを学び取ろうといった意図を持ってはいなかった。
概して作家は自分の創作の秘密やネタを明かすことは珍しく、大岡も「自分の作品についてしゃべるのはあまり好
（９） 
きでないのです」と、講演会において語っている。けれどかれは比較的すなおに自分の作ロ叩の意図とか成立について
4５ 
危「
起
て
よ
、
い
ざ
起
て
…
．
：
」
と
声
は
歌
っ
た
。
私
は
起
ち
上
っ
た
。
こ
れ
が
私
が
他
者
に
よ
り
、
動
か
さ
れ
出
し
た
初
め
で
あ
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
私
は
起
き
上
り
、
屍
体
か
ら
離
れ
た
。
離
れ
る
一
歩
一
歩
に
つ
れ
て
、
右
手
を
握
っ
た
左
手
の
指
は
、
一
本
一
本
離
れ
て
行
っ
た
。
中
指
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
指と離れて、人差指は親指と共に離れた。（「一一九手」）（傍点引用者）
作者の大岡が、「手首足首を打ち落とす等の細分はボーの『ゴードン・ピム」によっています。その切られた足首
（
手
首
の
誤
り
？
ｌ
引
用
誉
）
の
描
写
か
ら
始
め
た
の
が
、
僕
の
工
夫
ぐ
ら
い
な
も
の
で
す
」
（
「
野
火
の
意
図
」
）
と
語
っ
て
い
る
も
の
は、ボーの『アーサー・ゴードン・ピムの冒険」（第十二章）にある、「我々は犠牲者の血でもって、あの焼きつく様
な渇きだけは幾らか醤やされた。手や、足や、頭は切り離して、内臓と一緒に海へ投げ込み、残りの身憾は細かく切っ
て、その月の十七、十八、十九、二十の忘れられない四日間、貧り食ったとだけ云へば十分だらう」（谷崎精二訳ポ
か
ら
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
漂
流
船
の
中
の
人
肉
食
い
が
あ
り
ま
す
。
く
じ
引
き
で
だ
れ
か
が
死
ん
で
く
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
けど、犠牲者は殺されると、すぐ手首、足首、つまり食えないところを打ち落とすというようなすごみのある細目が
あ
り
ま
す
。
全
体
と
し
て
、
主
人
公
が
い
ろ
ん
な
人
と
会
っ
た
り
別
れ
た
り
す
る
筋
立
、
最
後
に
南
極
に
流
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
南
極
の
、
当
時
は
ま
だ
南
極
大
陸
が
発
見
さ
れ
て
な
く
て
、
海
が
大
き
な
滝
に
な
っ
て
、
地
底
に
も
ぐ
り
込
ん
で
い
る
と
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
い
う
ふ
う
に
、
空
想
さ
れ
て
い
た
の
で
す
け
ど
、
『
野
火
』
の
終
り
が
、
幻
想
的
な
場
面
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
構
成
も
似
て
い
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
る
わ
け
で
す
。
特
に
意
識
し
て
ま
ね
し
た
わ
け
で
な
く
、
何
と
な
く
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
来
た
の
で
す
け
ど
」
［
傍
点
引用者］（「野火」におけるフランス文学の影響」）。
大
岡
が
こ
の
引
用
文
の
中
で
述
べ
て
い
る
「
す
ご
み
の
あ
る
細
目
」
と
は
、
『
野
火
』
の
な
か
の
次
の
一
節
を
指
す
も
の
と
思
え
る
。
、
、
薬指、
小、
4６ 
し
や
く
い
く
ち
び
る
『野火」の冒頭部の一節に、「私は喋るにつれ濡れて来る相手の唇を見続けた。致命的な一曰｜告を受けるのは私であ
む
ぜ
げ
つ
こ
う
る
の
に
、
何
故
彼
が
一
」
れ
ほ
ど
激
昂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
多
分
声
を
高
め
る
と
共
に
、
感
情
を
っ
の
ら
せ
る
軍
評人の習性によるものであろう。情況が悪化して以来、彼等が軍人のマスクの下に隠さねばならなかった不安は、我々
か
れ
ら
鋼兵士に向って爆発するのが常であった」（「｜出発」）といった久口のがある。
Ｌ」’ボ
ー
の
「
陥
奔
と
振
子
」
は
、
ト
レ
脾
‐
の
宗
教
裁
判
所
の
暗
黒
の
地
下
牢
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
主
人
公
が
、
死
の
宣
告
を
受
け
た
ポ
の
ち
、
絶
望
と
希
望
、
恐
怖
と
歓
喜
を
交
互
に
味
わ
い
、
最
後
に
町
に
入
城
し
た
フ
ラ
ン
ス
軍
に
救
わ
れ
る
物
語
で
あ
る
。
が
、
死
の
告
用
し
た
と
い
う
こ
と
か
。
オ
小
説
全
集
４
『
ゴ
オ
ド
ン
・
ピ
ム
の
物
語
』
春
陽
堂
書
店
）
の
描
写
を
借
用
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
「
野
火
」
全
体
の
輪
郭
と
細
部
に
、
ボ
ー
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
み
ず
か
ら
認
め
て
い
る
。
大
岡
が
こ
の
作
品
を
執
筆
す
るに際して力点を置いたのは、｜兵士が坊僅中に出会う事件ではなくて、ひとりで熱帯林を歩いていく人間の心理や（Ⅲ） 
極
限
状
態
に
置
か
れ
た
兵
士
の
心
理
の
混
乱
、
身
の
回
り
の
自
然
が
ど
の
よ
う
に
か
れ
の
眼
に
写
っ
た
か
を
描
く
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
しかもかれは執筆当時からボーをかなり意識し、ボーを意図的に利用する気が念頭にあったようである。
と
も
あ
れ
、
『
野
火
』
は
、
「
た
と
い
わ
れ
死
の
か
げ
の
谷
を
歩
む
と
も
ダ
ビ
デ
」
と
い
っ
た
銘
句
と
共
に
は
じ
ま
る
が
、
こ
れ
は
（脳）
ボーの「影」のエピグラフを借りたといい、さ》ｂに「詩篇」とすべきを「ダピデ」とした俗人趣味もボーのままです」
（『野火』の意図」）と語っている。
（旧）
大
岡
が
、
こ
の
作
品
の
「
書
き
出
し
は
ボ
ー
の
「
丼
一
戸
と
振
子
」
（
「
陥
雰
と
振
子
」
の
こ
と
ｌ
引
用
誉
）
を
模
し
て
い
ま
す
」
と
述
、
、
、
、
べ
て
い
る
も
の
は
、
主
人
公
が
分
隊
長
よ
り
追
い
出
さ
れ
、
死
の
宣
告
に
も
似
た
病
院
行
を
命
じ
ら
れ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ボ
ー
か
ら
借
4７ 
すなわち、
描写である。
知
者
の
表
情
を
注
視
す
る
く
だ
り
が
あ
る
。
盲｜告１－恐しい死刑の責｜告ｌが私の耳に達した麟後の明瞭な一一一一口蘂であった．（中略）やがてもう私には何も聞こえなく葱っだか
お
そ
ら
・
し
か
し
、
暫
く
の
闇
は
ま
だ
、
私
に
は
限
が
見
え
た
、
ｌ
が
何
と
い
ふ
縦
ろ
し
い
誇
張
を
以
て
見
え
た
こ
と
で
あ
ら
う
！
私
に
は
黒
い
法
服
を
着
た
裁
判
官
た
ち
の
唇
が
見
え
た
．
そ
の
唇
は
な
く
ｌ
今
こ
れ
ら
の
一
一
一
富
蕊
を
瞥
篝
つ
け
て
い
る
紙
よ
り
真
白
に
ｌ
そ
れ
て
怪
奇
な
ま
で
に
薄
く
（……）」（佐々木直次郎訳「窯と振子」）。
、
、
、
、
こ
れ
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
罪
と
罰
』
の
主
人
公
ラ
ス
コ
ー
‐
リ
ニ
コ
フ
の
一
人
歩
き
、
ネ
ヴ
ァ
川
の
橋
の
上
か
ら
夕
焼
け
を
見
（皿）
ヱ》場面を想い浮かべながら書いたと述べている。
さ
ら
に
「
私
」
は
本
国
に
帰
還
後
、
東
京
郊
外
の
精
神
病
院
の
一
室
で
、
戦
時
中
ル
ソ
ン
島
で
の
記
憶
を
思
い
出
そ
う
と
す
る
。
記
憶
が
途
切
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
山
中
で
ゲ
リ
ラ
に
後
頭
部
を
打
た
れ
、
意
識
を
失
な
い
、
や
が
て
米
軍
の
捕
虜
に
な
っ
て
し
ま
う
か
、
、
、
、
、
、
ら
で
あ
る
。
大
岡
に
よ
る
と
、
そ
の
記
憶
の
切
れ
た
と
｝
」
ろ
を
想
起
し
よ
う
と
し
て
、
最
後
の
幻
想
的
な
部
分
が
生
れ
て
く
る
が
、
ゲ
リ
ラ
に
不
意
に
襲
撃
さ
れ
る
と
い
う
段
取
り
に
似
て
い
る
の
は
、
ボ
ー
の
『
ア
ー
サ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
・
ピ
ム
の
冒
険
』
と
い
う
よ
り
は
、
（脂）
ド
ス
ト
ェ
フ
ス
キ
ー
の
『
白
痴
」
の
場
合
か
ら
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ふ
た
は
た
け
さらに語り手の主人公の、「私は棺の蓋を取り、私自身の死顔に眺め入った」（「’一二夢」）、「山の畠の何本かの
『野火』において、語り
で
歩
い
て
ゆ
く
場
面
が
あ
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
大岡とボーに共通するのは、死の宣一一一一口を受けたのち、死の告知者の表情、一」とに相手の唇をみつめる
語
り
手
の
「
私
」
が
中
隊
か
ら
追
わ
れ
、
病
院
へ
引
き
返
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
熱
帯
の
自
然
林
の
中
を
ひ
と
り
4８ 
ボーと大岡昇平
み
ち
か
ら
私は、かうして死ぬのは何といふ素晴らしい｝」とだらう、そして、神様の御力のこんな驚くべき示顕のことを恩ふ
い
の
ち
ば
か
と、自分一箇の生命などといふ取るに４℃足らぬことを考へるのは何といふ莫迦げたことだらう、と考え始めました。
あか
｝」の老へが心に浮んだ時、確か恥かＩしさで顔を報らめたと思ひます。暫くたつと、渦巻そのものについての鋭い好奇
、
、
心が強く心の中に起って来ました。私は、自分の生命を犠牲にしようとも、その底を探ってみたいといふ願ひをはっ
きりと感じました」（佐々木直次郎訳「メェルストロムの旋渦」）
「死の観念は、私に家に帰ったような気軽さを与えた。どこへ行っても、何をしてみても、行手にきっとこれがあ
わ
ると｝」ろをみると、結局｝」れが私の一番頼りになるものかも知れない。私は不意に心が軽く、力が湧くように思った。
、
、
、
、
、
、
（……）一」の安易な感覚に伴って、一つの奇妙な感覚が生れて来た。私は自分の動作が、誰かに見られていると
、
思った」（「一一五光」）といった一一一一回葉は、「死」を目前にした者の内省的傾向を示すものであり、同時に自分に好
、
奇の眼を向けていることの現れと受けとれよう。
ボーの「メェルストロムの旋渦」にも同じような描写がみられ、船もろとも大渦に巻き込まれ、絶体絶命であるよ
うに思えたとき、自分を殺すことになる渦潮に好奇の念が湧き起ってくる。
芋に限られた私の生は、
ね
ば
な
ら
ぬ
。
少
な
く
と
も
りがよく見えた」（「二○
９
 
４
 
「野火』という作品は、「自分の無意識の中に残っている外国文学」の影響が複雑に交叉し、多要素の複合体なので
私の生は、果して生きるに価するだろうか。しかし死もまた死ぬに値しないとすれば、私はやはり生き
少なくともあの芋のあるところまで、私が歩くのを止めるものはこの世にはない。私には私自身の足取
銃
一
、
ある。この作品を書くにあたり、大岡は「『罪と罰」の、特にラスコルニコフの独り歩きを読み返しました」といつ
、
、
ている。しかし、ドストエフスキーから借りたのは調子だけだという。
さらに「細部はボー、スチブンスンを下敷きにしています」といい、とくに『野火」の死を前にした人間に現わ
れる「好奇心」は『メールストロームに呑まれて』にあります。その他ボーからの借用は無数にあります」（「外国文
学放浪記」『文芸』昭和師。８月号所収）。
（咄）
大岡は後年、「『野火」は無意識の部分の多い作□ｍでした。それだけに未解決のまま残った部分が多い」と回想して
いるように、同作品においてボーの影響の痕跡を指摘し、それを取り出すことは容易ではない。それほどボーの感化
なり影響はすっかりかれによって吸収同化されているからである。
合本『俘虜記』は、終戦の翌年昭和二十一（一九四六）年一月から十二月にかけて書かれたもので、およそ一一一部か
ら成る。第一部は「捉まるまで」から「パロの陽」まで、第二部は「生きている俘虜」から「八月十日」まで、第三
（Ⅳ） 
部は「新しき俘虜と古き俘虜」かつり「帰還」までである。
この作品もじっはボーとは無縁ではないのである。大岡は「『俘虜記』の自然描写は『宝島」と『黄金虫」から取
（咄）
りました」と述べている。が、｜連の俘虜物を謹曰くにあたってボーを意識し、何かを借用する気があったようだ。
大岡の「疎開日記」（昭和二十一年）には、少なからずボーに言及したくだりがみられるのである。たとえば、
「提まるまで」ｌボー的想像力に統制された術繼記とすること．潟え．
アラン『芸術論集』１１小説が告白だと書いてあるが、告白の書き方は書いていない。第二の自己を創り出すこと。自己を公衆
に曝すのは危険であるから、ボーの小説の「私」の明智（明らかな知恵の意１１引用者）を課する。（昭和ｎ．４．〃）
5０ 
と大岡昇平ポ
大岡は、『俘虜記」を「戦場の体験を出来るだけ理屈に合わせて、自分で納得が行くように」書いた、といい、さ
らに「ボー風の坊僅記とするつもりであったのですが、書いてるうちに、事実と個人的経験とが密着してしまって、
果さなかったのでした」（『野火』の意図」）と、創作に際しての意図を明らかにしている。
じ
っ
さ
い
「
俘
虜
記
」
に
ボ
ー
の
彫
響
の
跡
を
捜
す
こ
と
は
じ
っ
に
む
ず
か
し
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
「
ボ
ー
と
大
岡
昇
平
Ｉ
「
作
家の日記』から」（『立教大学研究報告〈人文科学〉第二十三号』所収）を執筆した中里晴彦によれば、「もしあえて
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ボ
ー
的
な
点
を
指
摘
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ボ
ー
風
の
「
私
」
の
知
的
な
設
定
で
あ
ろ
う
。
（
中
略
）
そ
れ
以
外
に
ボ
ー
の
影
響
ら
し
き
も
の
を
発
見
す
る
こ
と
は
む
づ
か
し
い
」
と
記
し
て
い
る。
「畑は暗紫色の段々をなし、色々な矩形を並べて、ずっと山の中腹まで続いていた」ボー風の数学的描写。（昭和ｎ．皿・２）
『女誠扇綺談」冒頭の描写はボーの援用がないと生きないのだが、ここへボーを引き合いに出すのは誤用である。（昭和、。⑫。
６） グー、グー、〆￣、３２１注
、－〆、－’、.〆
ショパンがバッハを研究したように、ボーを研究すること。（昭和ｎ．４．羽）
『俘虜記』はボー風にはならなかった。小林にほめられた。水彩画のようなる由。（昭和幻・６．”）
「鋸山奇談」（「新潮」第六四五号、昭和弘・１初出）。
「大岡昇平全集過』所収の「年譜」（池田純溢）を参照。四四六～四四九ページ。
こ
う
の
じ
よ
う
げ
ち
よ
う
一」の訳者の生没年については定かではない。広島県甲奴郡上下町（宿場町）において、金穀貸附業・岡田胖十郎の長男とし
5１ 
結
局
、
駒
場
の
事
務
所
で
岡
田
の
経
歴
に
つ
い
て
知
り
え
た
こ
と
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
大正一一（’九一三）年にでた早大教授谷崎精一一の『赤き死の仮面」（泰平館書店）が、大正期の「ボーの単独作品集」と
しては最初のものである。が、この谷崎訳に続くボーの単行本は、『かぶと虫・渦巻・没落』（北文館、大正２．５）なので
あ
る
。
訳
者
の
岡
田
に
つ
い
て
は
、
く
わ
し
い
調
査
が
及
ば
な
か
っ
た
が
、
知
り
合
い
の
元
東
大
理
学
部
教
授
は
、
ｌ
わ
た
し
が
中
学
生
の
頃
、
受
験
用
の
英
語
雑
誌
で
名
前
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
て生まれた。岡田家は上下町の名家であったらしい。実麿は長じて同志社と慶応義塾にまなび、のちアメリカに留学した。
伊藤整の「日本文埋史８』（講談社文芸文庫）に、岡田実麿についてみじかい記述が見いだせる。それによると、かれは
明治三十三（一九○○）年オハイオ州のオベリン大学に留学し、同三十五年から神戸高等商業学校の教授として英語を教え、
のち第一高等学校の教授に転じたとある。伊藤整が岡田にふれたのは、その妹美知代（神戸女学院卒）が田山花袋の小説
『蒲団』のモデルであったからである。
筆者は岡田についてもっと知りたいと思って、二十年ほど前に東大の教養学部事務所で調査をおこなったことがあった。
旧制の第一高等学校の英語教授であったことは知っていたが、それ以上のことを知りたかったからである。―高の資料は未
整
理
の
部
分
も
多
く
、
調
べ
る
に
は
じ
っ
に
苦
労
し
た
。
明治十九年から大正十四年までの二十七年間の『第一高等学校一覧』を調べたところ、明治四十一年に－高に奉職し、大
正
十
二
年
に
退
職
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
教
職
員
の
欄
に
は
次
の
よ
う
な
記
戦
が
あ
っ
た
。
英
語
岡
田
実
麿
米
国
オ
ベ
リ
ン
大
学
バ
チ
エ
ロ
ル
、
オ
フ
、
ア
ー
ッ
広
島
平
民
5２ 
ボーと大岡昇平
い
ず
す
な
わ
ち
本書に収めた一二篇は、何れも、彼の天才の各方面を代表したものと認められた作品を採択した。乃ち「甲虫」はその円
熟した描想力に於て、「渦巻」はその科学的想像の巧繊を極めた現実化的効果に於て、最後に「没落」は芸術的気分の活々
とした描写力に於て、共に他の模倣すべからざる特種の天才を発揮した傑作である。
Ｍ
て
吾等は「没落」を読んで涯しなき荒廃の凄味を感ずる｝」とく、「渦巻」を読んでその奇怪なる空想を現実であるかのやう
し
か
に戦懐し、「甲虫」の不可思議なる暗号文を見ては構想の複雑にして而ＪＣいかにも自然なのに驚かされずにはいられない。
Ｌ
か
然ｈソポーは凡る暗号文を読むことができた。彼は科学上の不可能事を想像によって可能と見せかけることができた又その
芸術的筆致によって深刻なる感情の響を人の心に伝へる術を心得ていた。
というから、英語教師時代に時には受験雑誌にも寄稿したものか。その後、『向陵生活」にその風貌や人がらなどを伝える
記事があることを知った。かれは－高の名物教授のひとりであったようだ。
てい
―高の奇人・変人の筆頭は、なんといってもドイツ語の岩元禎教授（’八一ハ九～’九四一、哲学者）だが、岡田は岩本と
た
い
は違った意味で有名であった。かれは名は体を表すように、いかにも麿然とした美男子であったという。
ぴ
母
ん
真黒な美髭を蓄え、色は白く、ときどき紋付などを着て教場に現れた。さすが本場アメリカで教育を受けただけあって英
語の発音はよく、その訳も堂々としていた。その好みとした教材は、美しい恋物語などで、学生はホーソンの『十二の言い
古された話」の美文を兇事に訳されると、恢惚として聞き惚れるほどであった。しかし、ロマンチックな性癖をもつこの教
師は、ひじょうに皮肉屋で、意地の悪さといったら一高随一であったらしく、人望はあまりなかった（「何れも偉い先生ば
かり」「向陵生活」所収、大正４年）。
「かぶと虫・渦巻・没落」は大正二年五月に上梓したものだが、この訳本の「序言」に収録した短篇三篇についての解説
が
付
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
次
に
ひ
い
て
み
よ
う
。
岡田が編んだボーのこの訳本は、擬科学の物語「メェルストロムに呑まれて」、死をテーマとした「アッシャー家の崩壊」、卵
少
Ｃ
固
め
○
句
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弓
』
三
目
○
弓
津
回
三
シ
ロ
ト
の
弓
宛
○
○
三
・
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の×。、ごい｛のｑ一○⑩己の四六・
探
偵
推
理
物
の
「
黄
金
虫
」
な
ど
、
各
ジ
ャ
ン
ル
の
代
表
作
を
読
者
に
提
供
し
た
も
の
で
あ
る
。
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
、
原
作
の
精
神
や
構
文
ま
で
も
忠
実
に
移
そ
う
と
し
た
が
、
正
確
に
訳
そ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
ご
つ
ご
つ
と
し
た
訳
文
と
な
っ
た
以
外
は
原
典
の
妙
趣
が
写
し
出
さ
れ
て
い
る
、
と
自
負
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
そ
の
岡
田
の
訳
技
を
「
メ
ェ
ル
ス
ト
ロ
ム
に
呑
ま
れ
て
」
を
例
に
と
っ
て
見
て
み
よ
う
。
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5４ 
岡田訳はたくみにポーの原調を写しだしている。語学的にも正確だし、誤りを見いだすことはむずかしい。訳者は、職掌
評
がら英語に堪能であったことは言うまでもないが、ボーの原意をよくつかんでいるという印象をあたえる。訳文も口語体で
岡
訳
さ
れ
て
お
り
読
み
や
す
い
が
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
、
多少読みづらく感じられるかも知れない。何はともあれ、原作の味解力とそ
大と
の上奏術的表現力においては、昭和期の佐々木直次郎に及ばないかもしれぬ。
ポ
（
４
）
「
日
記
」
（
昭
和
蛇
．
、
．
Ⅳ
）
お
ら
れ
ろ』
貿君は私を余程の老人に思って被在るでせう－‐‐‐けれども実は然うぢやありません。私はたごの一日６か．函らんで真黒な
ゆ
ら
さ
し
よ
う
ふ
る
髪を真白にされ、手足を弱め、神経を弛めて、些少した力を出Ｉ）ても懐へたり、影を見ても怖つくやうになったのです。こ
の
些
少
し
た
崖
か
ら
見
下
す
の
さ
へ
、
眩
砥
を
為
ん
ぢ
や
出
来
ま
い
と
は
、
よ
も
や
貴
君
も
お
思
ひ
な
さ
い
ま
す
ま
い
』
ぢゃ。
Ｌ
Ａ
う
げ
》
私共は此時一等高い岩の絶頂に着いた。老人は疲れ過ぎて少時（しばらく－引用者）は口を利く元気Ｊｂ無かった。
だ
が
と
う
ノ
ー
口
を
切
っ
た
Ｏ
Ｌ
 
ば
か
『一」れが昔なら私は貴君と同じやうに一等季子（末の子ｌ引用者）の奴でも此処へ引張って来れたでせうが、一一一年計り前
い
’ず
に
、
今
迄
人
間
の
経
験
し
た
事
鴎
》
無
い
や
う
な
出
来
事
に
遮
趨
し
て
Ｉ
と
に
か
く
活
き
残
っ
て
そ
の
話
を
為
る
者
は
と
て
も
な
い
や
う
葱
出
来
事
に
あ
っ
て
ｌ
い
や
も
う
そ
の
時
の
大
し
た
恐
ろ
し
さ
と
云
っ
た
ら
、
た
っ
た
六
時
間
の
間
に
身
体
も
心
も
全
か
り
壊
さ
れ
て
了
ひ
ま
し
た
の
自然界に於て神のなし袷ふところは「摂理」に於けるが如く、人間の為す所とは異れり。且つ、人間の作る模型は、デモ
ク
リ
タ
ス
の
井
戸
よ
り
も
遙
に
深
き
、
神
の
御
業
の
偉
大
、
深
遠
、
不
可
思
議
な
る
に
比
ぶ
べ
く
も
あ
ら
ず
渦
巻
5５ 
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注（⑬）に同じ。
注（９）に同じ。
ひ
め
⑪
大岡昇平『俘虜記』（新潮社、吉田腿》生の「解説」を参照）。
「外国文学放浪記」
注（９）に同じ。
注
（
９
）
に
同
じ
。
注（９）に同じ。
注（９）を参照。
「野火」の意図。
「日記」（昭和躯。ｕ・旧付）。
「野火におけるフランス文学の影響」。
松村達雄訳。
注（２）の「年譜」を参照。
訳者については不明。
5６ 
ボーと大岡昇平
ボー博物館の中庭（リッチモンド）
［図版Ｉ］
西１
蝋ll1iji鑿iillllliiiillii1iii蕊iii蕊1鑿iIlliil墓蕊曇Ｉ
正面の部屋は，ウエスト・レンヂ１３号（ボーの部屋）［バージニア大学］
［図版Ⅱ］
5７ 
大岡が青年時代によんだと考えられ
るボーの訳本［本の大きさは１０．４
ｃｍ×１５ｃｍ・筆者蔵］
［図版Ⅳ］
少年大岡にボーを知るきっかけをあ
たえたと考えられる訳本［本の大き
さは15.2ｃｍ×9.4ｃｍ・筆者蔵］
［図版Ⅲ］
パトリック．Ｆ・クゥイン箸「エド
ガー・ボーのフランス的相貌」［筆
者蔵］［図版Ⅵ］
マリー・ポナパルトの仏訳『エドガー・
ボー」（原文はドイツ文）［筆者蔵］
［図版Ｖ］
5８ 
